
高
野
切
古
今
集
の
本
文
に
つ
い
て

私
は
拙
著
『
古
今
和
歌
集
の
誓
邑

の
中
に
、
「
元
永
本
古
今
集
の
作
者
表
記
に
つ
い
て
」
「
元
永
本
古
今
集
の
詞
書
に
つ
い
て
」
「
元
永
本
古
今

集
の
和
歌
本
文
に
つ
ぃ
て
」
と
題
す
る
Ξ
論
考
を
収
め
た
。
こ
れ
ら
は
平
{
轟
代
に
書
写
さ
れ
て
現
代
に
残
る
『
古
<
'
完
本
と
し
て
早
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
元
永
本
『
古
今
集
』
の
本
文
に
検
討
を
加
え
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
『
古
今
集
』
烹
又
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

新
出
の
雲
任
筆
本
『
古
<
条
』
の
全
貌
が
平
成
七
年
畢
界
に
紹
介
さ
れ
、
平
'
轟
代
に
書
写
さ
れ
た
い
ま
一
っ
の
『
古
△
玉
完
本
を
升
究

対
象
に
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
私
は
伝
公
任
筆
本
の
鼎
貝
作
名
表
記
、
和
歌
本
文
に
つ
い
て
ひ
と

と
お
り
検
副
を
加
え
、
「
伝
公
任
一
耒
古
今
条
糸
描
」
と
題
す
る
鯵
ξ
書
き
下
ろ
し
て
前
掘
国
に
収
め
た
。
条
一
壬
一
采
の
本
文
の
性
格
を
、
元

永
本
等
の
古
写
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
考
察
に
ょ
っ
て
祭
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
平
{
轟
代
中
・
後
期
に
お
け
る
『
古
<
玉
本
文
殴
術
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
当

時
の
自
由
闊
達
な
『
古
厶
条
』
烹
又
の
器
署
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
判
断
し
た
。
こ
れ
は
、
元
永
本
等
に
見
出
さ
れ
尋
異
な
本
文

を
、
一
補
段
階
の
本
文
の
残
存
と
と
ら
え
る
従
来
有
力
な
考
え
方
と
は
相
容
れ
な
い
。
な
お
、
以
上
の
研
究
の
あ
ら
ま
し
を
、
『
和
歌
を
ひ
ら
く

第
二
巻
和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
』
所
収
の
拙
稿
「
断
す
る
テ
ク
ス
ト
」
に
、
張
し
た
。

^
、
は
じ
め
に

徳
原
茂
実
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さ
て
、
平
姦
垈
白
写
の
『
古
今
集
』
完
本
と
し
て
現
存
す
る
こ
と
が
碓
腎
れ
て
い
る
の
は
上
記
二
本
で
あ
る
が
、
一
方
、
零
本
と
断
簡
の
形

で
伝
わ
る
高
野
切
は
、
歌
数
に
し
て
『
古
今
集
』
全
体
の
約
三
分
の
一
が
残
存
し
て
お
り
、
平
安
時
代
の
『
古
△
条
』
本
文
の
{
t
を
抹
る
上
で
、

完
本
で
あ
る
三
本
に
次
ぐ
豊
富
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
問
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
一
書
の
一
人
と
し
て
源
兼
行
が
有
力
視
さ
れ
て
お
り
、

す
る
と
そ
の
書
写
年
代
は
十
一
世
紀
半
ぱ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
高
野
切
は
、
元
永
三
年
(
一
三
一
0
)
書
写
の
元
永
本
を
半
世
紀
以
上

さ
か
の
ぽ
る
、
『
古
今
集
』
伝
本
の
中
で
も
と
び
き
り
古
い
写
本
な
の
で
あ
っ
て
、
零
本
、
断
簡
と
は
い
ぇ
、
古
一
聿
の
名
品
と
し
て
の
価
値
は
も
と

よ
り
、
『
古
今
集
』
の
本
文
研
究
の
上
で
も
、
完
本
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
価
値
を
有
す
る
と
い
ぇ
よ
う
。

本
芋
は
、
以
上
の
見
通
し
の
も
と
に
、
高
野
切
の
本
文
に
検
削
を
加
え
、
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
『
古
△
玉
」
邑
の
{
益
を
反
映
し
て
い

る
と
判
断
さ
れ
る
元
永
本
や
伝
公
任
筆
本
な
ど
の
古
写
本
と
の
間
に
共
通
点
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
確
か
め
て
み
た
い
と
思
う
そ
の
上
で
、

一
畔
切
を
貫
条
』
の
奏
覧
本
の
系
統
か
と
推
定
さ
れ
る
久
曾
神
昇
氏
の
禦
乢
に
つ
い
て
も
、
卑
見
を
竺
て
み
た
い
。

な
お
、
本
準
は
『
古
今
集
』
の
歌
番
号
は
全
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
そ
れ
に
従
っ
た
。
高
野
切
の
本
文
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
濁
点
、
群
{

を
付
し
、
お
ど
り
字
を
お
こ
し
た
。

伝
紀
貫
嘉
青
野
切
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
『
古
一
突
需
<
』
を
は
じ
め
、
璽
国
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
こ
で
は
省
略
し
、
『
古
ー
マ
集
』

の
伝
本
研
究
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
み
記
述
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
ょ
っ
て
、
高
野
切
は
三
人
の
筆
者
に
ょ
る
分
担
執
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
筆
跡
は
第
一
種
、
第
二
種
、
第

元
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
第
一
種
は
巻
一
(
断
簡
)
、
巻
九
(
断
簡
)
、
巻
二
十
(
完
存
)
が
伝
来
す
る
。
第
二
種
は
巻
二
(
断
簡
)
、
巻
三
(
断

簡
)
、
巻
五
含
尤
存
)
、
巻
八
発
存
)
が
伝
来
す
る
。
第
三
種
は
巻
十
八
(
断
簡
。
た
だ
し
拓
本
に
ょ
り
全
容
を
う
か
か
う
こ
と
が
で
き
る
)
、
巻

ニ
、
高
野
切
の
実
態
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十
九
(
断
簡
)
荏
来
す
る
。

第
元
の
"
当
は
源
兼
行
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
先
に
竺
た
よ
う
に
、
」
御
切
は
十
一
世
紀
中
ご
ろ
の
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
0

な
お
久
曾
料
昇
氏
は
、
第
一
種
の
一
考
ミ
襟
行
餐
第
一
種
の
一
当
を
藤
原
八
嘉
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

曾
神
氏
は
「
.
古
今
和
歌
集
成
立
司
倫
資
料
編
下
,
』
に
、
氏
が
そ
れ
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
高
野
切
の
零
本
断
簡
を
全
て
捌
刻
さ
れ
た
。
本
高
で
と

り
あ
げ
る
野
切
の
本
文
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
繋
本
資
料
に
ょ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
小
松
一
窒
氏
の
『
古
筵
子
大
成
第
一
巻
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
、
晟
妾
咽
』
刊
行
後
に
確
認
さ
れ
と
お
ぼ
し
き
断
簡
を
も
本
文
資
料
と
し
て
追
加
し
た
。

『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
と
『
十
呈
学
火
成
』
に
ょ
っ
て
知
り
う
粂
畔
切
芋
U
人
4
一
の
各
巻
の
残
存
歌
の
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
0
(
)
内

は
『
古
一
本
大
成
』
に
ょ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
た
歌
の
数
で
あ
る
。
た
と
え
焚
ι
一
の
場
△
口
、
『
成
山
需
』
に
ょ
っ
て
三
一
首
が
知
ら
れ
、
而
卓

学
大
成
』
に
ょ
っ
て
五
首
を
補
う
こ
と
が
で
き
、
合
計
三
六
首
を
当
メ
祭
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
参
考
ま
で
に
、
定
家
本
(
伊
達
家
旧

栗
)
の
各
巻
の
歌
数
を
下
端
<
>
内
に
示
し
た
。

巻
一
春
上

巻
二
春
下

巻
一
女

巻
五
秋
下

き
ト
ノ
ー
、
司
ラ

^
九
嬬
旅

巻
十
金
下

老
t
 
、
ー
ナ
イ
オ

(
5
)

(
1
)

(
2
)

7

3

(
3
)

(
7
)

40 68 41 66 12 34 36

.ノ゛、、ノノ、、ノノ、、、ーノ、、、ノノ、、、ノ'＼ーノ、、、ノ'、、

68 68 16 41 65 34 66 68
'、ノノ、)ノ'、、ノ'、』ノ'、ノ.ノ'、、ノ、、、ノノ、、】ノ



巻
二
十
雅

1

対
象
と
な
る
九
巻
に
、
定
家
本
は
四
五
八
首
を
有
し
て
お
り
、
一
野
切
も
本
来
こ
の
程
度
の
歌
数
を
有
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
高
野

切
に
残
存
す
る
歌
は
三
一
一
'
三
首
で
あ
っ
て
、
四
分
の
三
に
近
叢
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
気
ら
れ
る
。

一
方
、
巻
四
、
六
、
七
、
十
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
十
五
、
十
六
、
十
七
の
計
十
一
巻
に
つ
い
て
は
、
断
簡
も
伝
存
し
な
い
。
久
曾
袖

昇
氏
は
、
高
野
切
『
古
今
ぎ
に
は
真
名
、
仮
名
の
両
序
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
両
序
を
持
た
な
い
の
が
奏
覧
本
の
特
徴
の
一
つ

と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
陽
明
門
院
御
本
に
は
序
が
な
か
っ
た
と
い
う
露
織
』
の
記
述
に
も
合
致
す
る
。
し
か
し
、
高
野
切
に
は
両
序
の
い
ず
れ

か
(
お
そ
ら
く
は
仮
名
序
)
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
十
一
の
巻
と
県
、
散
逸
し
た
と
い
う
推
定
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
実
際
『
古

筆
大
辞
典
』
や
『
十
口
筆
美
成
』
は
そ
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。

西
)

一
首
(
巻
三
、

※
、
つ
ち

語
>

<
認
>

'
>

-
 
0
二
番
歌
)
は
下
句
の
み
残
存

私
は
前
掲
「
元
永
本
古
今
集
の
詞
書
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
元
永
本
で
は
型
白
の
う
ち
必
要
不
可
欠
な
文
言
以
外
の
文
系
省
略
さ
れ
る
価
向

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
他
本
に
は
あ
ま
り
見
出
し
え
な
い
現
象
で
あ
る
が
、
型
国
は
希
事
情
を
的
硫
に
伝
え
さ
え
す
れ
ぱ
足
り
る
と

い
う
判
断
の
も
と
に
、
書
承
の
過
程
に
お
い
て
な
さ
れ
た
省
筆
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
平
安
時
代
に
お
け
る
『
古
今
集
』
本

文
の
流
動
性
を
物
語
る
事
実
で
あ
る
と
い
ぇ
よ
う
。
省
筆
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
ふ
る
と
し
に
春
の
立
ち
け
る
日
」
(
一
番
歌
詞
当
「
寛
平
御
時
后
宮

歌
合
に
」
(
二
四
番
需
書
)
の
よ
う
に
、
文
末
の
「
よ
め
る
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
、
「
よ
め
る
」
は
自
明
の
文
言
と
見
て
省
略
さ
れ
た
の
で
あ

三
詞
書
の
省
筆
に
つ
い
て

4
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ろ
う
。元

永
本
の
各
巻
毎
の
、
省
筆
の
例
を
数
え
て
み
る
と
、
春
上
器
、
春
下
W
、
夏
玲
、
秋
上
巧
、
耿
下
3
2
、
冬
松
、
賀
6
、
離
別
W
、
旅
心
9
、
物

名
1
、
恋
一
 
1
、
恋
二
ー
、
恋
三
2
、
恋
四
2
、
恋
五
1
、
哀
傷
2
、
雑
1
3
、
雑
下
3
、
短
歌
(
、
巻
卜
九
)
 
4
、
大
歌
所
の
御
歌
(
夫
己
二
十
)
 
0
、

で
あ
る
。
巻
二
十
の
県
国
は
「
お
ほ
な
ほ
び
の
歌
」
「
ふ
る
き
や
ま
と
ま
ひ
の
う
た
」
な
ど
、
全
て
歌
の
種
別
を
あ
ら
わ
す
文
言
に
限
ら
れ
、
「
よ
め

る
」
な
ど
の
文
言
が
な
い
か
ら
、
省
筆
の
例
が
存
在
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
物
名
に
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
の
も
、
こ
の
巻
の
果
日
の
特
殊
性

に
ょ
る
。
ま
た
恋
部
に
省
筆
が
少
な
い
の
は
、
「
題
知
ら
ず
」
尿
が
多
く
を
占
め
て
い
る
事
実
に
ょ
っ
磊
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
永
本
の
場
△
口
、
特
別
な
事
情
の
あ
粂
」
を
除
く
と
、
県
お
省
一
表
随
所
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
高
野
切
の
場

合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
巻
証
に
見
て
い
く
と
、
詠
」
五
秋
下
に
九
例
、
巻
兪
別
に
一
例
、
巻
十
八
雑
上
に
一
例
と
い
、
つ
結
果
と
な
る
。

先
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
巻
五
秋
下
は
六
六
首
が
完
存
す
る
。
そ
の
中
の
詞
書
省
第
の
例
を
全
て
列
挙
し
て
み
ょ
う
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
濁

点
、
読
点
を
付
し
た
。

い
し
や
ま
へ
ま
う
で
け
る
と
き
、
お
と
は
や
ま
の
も
み
ぢ
を
み
て
(
二
五
六
)

こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
い
へ
の
う
た
あ
は
せ
に
(
二
五
七
・
二
六
三
・
二
室
<
)

寛
平
の
お
ほ
ん
と
き
の
き
さ
い
の
み
や
の
う
た
あ
は
せ
に
(
二
六
四
)

二
条
の
き
さ
き
の
東
宮
の
女
御
と
き
こ
え
け
る
と
き
、
御
屏
唖
L
に
た
つ
た
が
は
に
も
み
ぢ
な
が
れ
た
る
か
た
か
け
る
を
だ
い
に
て
一
、
二
九
三
)

き
た
や
ま
に
も
み
ぢ
を
ら
む
と
て
ま
か
り
け
る
と
き
に
(
二
九
七
)

か
み
な
び
や
ま
を
こ
え
す
ぎ
て
た
つ
た
が
は
を
わ
た
り
け
る
と
き
に
、
も
み
ぢ
の
な
が
れ
け
る
を
 
9
.
0
0
)

た
つ
た
が
は
の
ほ
と
り
に
て
分
一
0
二
)

あ
き
の
は
つ
る
こ
こ
ろ
を
、
た
つ
た
が
は
を
お
も
ひ
や
り
て
今
三
一
)

5



お
な
じ
つ
ご
も
り
の
ひ
分
二
三
)

以
上
九
例
で
あ
る
。
歌
△
口
歌
の
場
△
口
、
他
本
が
「
・
,
・
・
・
・
歌
△
口
の
歌
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ぱ
<
王
て
、
他
本
の
詞

書
に
存
在
す
る
文
末
の
「
よ
め
る
」
が
省
略
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
元
永
本
に
つ
い
て
述
ベ
た
の
と
同
じ
現
象
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
か
ろ
う
。
元
永
本
で
は
こ
の
巻
に
、
同
様
の
省
筆
が
三
二
箇
所
も
見
出
さ
れ
、
そ
れ
に
比
ベ
れ
ば
タ
タ
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
.
平
安
時
代
暑
写

さ
れ
た
『
古
今
集
』
本
文
の
特
徴
と
し
て
、
特
に
元
永
本
に
特
徴
的
な
詞
書
の
省
筆
と
い
う
現
象
が
、
高
野
切
の
こ
の
巻
に
も
顕
著
に
観
察
さ
れ
る

こ
と
は
特
筆
に
価
し
よ
う
。
元
永
本
よ
り
も
書
写
年
代
の
古
い
高
野
切
に
も
、
す
で
に
元
永
本
と
同
誉
現
象
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
九
例
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
当
然
な
が
ら
元
、
条
や
筋
切
に
お
い
て
も
、
同
じ
鼎
国
に
省
"
表
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
夕
夕
く
、

そ
れ
は
九
例
中
八
例
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
一
方
、
元
永
本
や
高
野
切
以
外
の
伝
本
に
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
同
様
の
省
筆
は
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

二
六
四
番
歌
の
鼎
国
は
、
通
常
「
・
・
・
・
・
・
歌
△
口
の
歌
」
で
あ
る
が
、
元
、
永
本
と
筋
切
は
「
・
・
・
・
・
女
口
に
ょ
め
る
、
一
で
あ
っ
て
、
省
等
は
な
い
。
一
方
、

善
海
所
伝
本
に
は
高
野
切
と
同
様
「
,
・
・
・
・
・
歌
合
に
」
と
あ
る
。
ま
た
三
0
二
釆
田
歌
県
国
は
、
通
常
「
た
つ
た
川
の
ほ
と
り
に
て
ょ
め
る
」
で
あ
る
が
、

高
野
切
、
元
永
本
、
筋
切
、
雅
俗
山
荘
本
、
伝
為
相
筆
本
に
お
い
て
、
文
末
の
、
「
よ
め
る
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
善
海
所
伝
本
、
雅
俗
山
荘
本
、
伝
為
相
筆
本
の
い
ず
れ
も
、
平
安
時
代
の
書
写
で
は
な
い
が
、
.
平
安
期
古
写
本
の
お

も
か
げ
を
残
す
伝
本
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
平
安
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
古
今
集
』
写
本
の
多
く
に
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
詞
女

省
筆
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
前
掲
「
伝
公
任
筆
本
古
今
集
素
描
」
に
お
い
て
述
ベ

た
よ
う
に
、
省
誓
二
に
、
型
白
に
加
筆
す
る
傾
向
も
一
方
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
平
{
壽
代
に
お
け
る
自
在
な
『
古
今
集
』
書
写
の
実

態
を
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
高
野
切
の
巻
五
秋
下
に
見
出
さ
れ
る
県
白
の
省
筆
九
例
に
つ
い
て
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
そ
の
他
の
巻
に
は
省
筆
の

例
が
き
わ
め
て
ま
れ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
わ
ず
か
に
巻
兪
別
と
巻
十
八
雑
下
に
各
一
箇
所
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
(
歌
番
号
三
八
五
、

6
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六
六
)
、
巻
一
、
ニ
、
王
、
九
、
十
九
(
残
存
歌
計
三
九
首
。
巻
二
十
は
特
殊
な
詞
券
た
め
対
象
外
)
に
は
、
一
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
失
わ
れ
た
部
分
に
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
赤
」
一
、
エ
、
三
、
九
、
十
九
に
本
来
存
在
し
た
は
ず
の
歌
数
は
約
二

1
i五
0
首
で
あ
り
(
定
家
本
で
は
二
五
二
首
)
、
う
ち
W
翠
数
の
一
二
九
首
が
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
失
わ
れ
た
部
分
に
限
っ
て
多
く
の
省

筆
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
、
高
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
実
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
高
野
切
は
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
、
長
測
で
あ
る
。
先
に
も
記
し
た
通
り
、
高
野

切
は
三
人
の
筆
者
に
ょ
る
寄
合
書
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
人
に
依
頼
主
か
ら
書
写
す
べ
き
親
本
が
提
供
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
筆
者
に
県
国

式
に
つ
い
て
の
指
示
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
、
Ξ
人
は
そ
れ
ぞ
れ
手
持
ち
の
『
占
△
玉
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
仮
に

後
者
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
も
と
よ
り
高
野
切
は
取
り
合
わ
せ
木
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

話
を
「
第
二
種
」
に
限
定
し
て
老
え
て
み
ょ
う
。
巻
五
は
、
巻
二
、
,
、
巻
八
含
兀
存
)
と
同
じ
筆
者
の
筆
跡
と
鑑
定
さ
れ
て
お
り
、
「
第
元
」

と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
巻
五
に
九
例
も
の
詞
書
省
筆
が
見
出
さ
れ
、
他
に
は
巻
八
に
一
例
し
か
そ
れ
が
見
出
さ
れ
な
い
の
は
↓
第

二
種
」
の
筆
者
が
親
本
と
し
た
『
古
今
集
』
が
、
巻
五
を
他
本
に
ょ
っ
て
補
っ
た
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
っ
た
か
ら
と
は
孝
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

西
'
一
氏
は
、
「
書
渠
の
側
で
は
高
切
は
同
一
人
皐
で
は
な
い
と
し
、
(
中
略
)
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
、
木
文
の
研

(
主
W
〕

究
で
は
、
こ
れ
を
同
一
に
取
り
扱
つ
て
か
ま
は
な
い
で
あ
ら
う
」
と
共
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ

る
。

高
野
切
『
古
<
至
の
作
真
N
つ
い
て
、
築
と
く
ら
ベ
驫
券
鞭
を
有
す
る
三
例
を
取
り
上
げ
て
、
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

四
作
者
表
記
に
つ
い
て
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①
ふ
む
や
の
あ
さ
や
す

巻
五
秋
歌
下
の
巻
頭
二
首
の
高
野
切
本
文
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
い
へ
の
う
た
あ
は
せ
に
ょ
め
る

ふ
む
や
の
あ
さ
や
す

ふ
く
か
ら
に
あ
き
の
く
さ
き
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
や
ま
か
ぜ
を
あ
ら
し
て
ふ
ら
む
(
二
四
九
)

く
さ
も
き
も
い
ろ
か
は
れ
ど
も
わ
た
つ
み
の
な
み
の
は
な
に
ぞ
あ
き
な
か
り
け
る
(
二
五
0
)

県
凹
末
尾
の
「
よ
め
る
」
は
省
筆
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
先
に
述
ベ
た
よ
う
に
、
こ
の
巻
五
は
県
白
の
小
亀
が
夕
夕
く
見
ら
れ
る
巻
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
省
筆
さ
れ
て
い
な
い
。
平
安
時
代
の
古
写
本
に
特
徴
的
な
、
気
ま
ま
な
勇
詫
櫨
の
あ
ら
わ
れ
と
い
ぇ
よ
う
。

さ
て
作
者
表
尋
あ
る
が
、
定
家
本
の
巻
五
巻
頭
で
は
文
屋
康
秀
の
作
と
さ
れ
、
『
百
人
一
首
』
に
も
康
秀
作
と
し
孫
ら
れ
て
著
名
な
一
首
が
、

文
屋
朝
康
の
作
と
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
作
と
続
く
一
首
の
作
名
は
康
秀
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
朝
康
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
古
来
両
説
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
「
康
秀
と
朝
康
」
(
W
 
『
古
今
謬
集
の
寮
』
所
収
)
に
お
い
て
、
『
古
今
集
』
穫
本
の
検

あ
る
い
は
康
秀
の
年
齢
考
証
か
ら
は
、
両
説
の
い
ず
れ
か
に
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
両
説
共
に
整
合
性
を
も
つ
て
存
在
を
主
張
し
て
い
る
こ

寸
、

と
を
確
認
し
た
。
詳
細
は
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
事
{
夫
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

作
者
を
康
秀
と
し
て
い
る
の
は
、
元
永
本
(
同
筆
の
筋
切
、
唐
於
凸
子
本
も
)
、
善
海
所
伝
本
、
伝
寂
蓮
筆
本
、
定
家
本
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、

作
者
を
朝
康
と
し
て
い
る
の
は
高
野
切
、
伝
公
任
筆
本
、
雅
経
本
、
清
堕
需
本
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
一
償
俊
成
は
両
説
の
問
を
揺
れ
動
い
て
い

る
よ
う
で
、
永
暦
本
(
三
六
一
年
)
で
は
作
者
を
朝
康
と
し
て
「
康
秀
一
本
」
と
傍
書
し
、
そ
の
の
ち
昭
和
切
で
は
作
者
を
康
秀
と
し
て
「
一
本

(
注
Ⅱ
〕

朝
康
」
と
傍
書
し
、
建
久
本
(
三
九
一
年
)
で
は
作
者
を
康
秀
と
し
て
傍
き
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
諸
本
の
状
況
を
見
る
と
、
朝
康
説
の
方
が
有
力
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
む
き
も
あ
ろ
う
し
、
最
近
の
『
百
人
一
首
』
入
門
冴

中
に
は
、
「
ふ
く
か
ら
に
:
:
・
・
」
は
・
美
は
朝
康
作
、
と
い
っ
た
解
説
す
ら
見
ら
れ
る
。
し
か
し
拙
稿
に
て
述
ベ
た
よ
、
つ
に
、
い
ず
れ
か
聖
夫
で
あ
る

の
か
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仮
名
序
の
六
歌
人
評
に
後
世
つ
け
加
え
ら
れ
た
作
例
の
中
に
、
文
屋
康
秀
の
作
と
し
て
「
ふ
く
か

(
主
W
〕

ら
に
・
・
・
・
・
・
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
平
{
女
時
代
中
期
に
お
い
て
、
康
秀
張
有
力
な
一
雫
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
立
て
て
い
る
。
雅
経
本
が
、

巻
五
秋
下
の
巻
翠
は
作
者
を
朝
康
と
し
な
が
ら
、
仮
名
序
の
六
歌
人
幸
は
「
ふ
く
か
ら
に
・
・
・
・
・
・
」
を
康
秀
の
作
と
し
系
げ
て
い
る
の
も
、
両

説
が
並
び
立
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
飢
輪
休
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
'
野
切
の
作
者
表
記
に
「
ふ
む
や
の
あ
さ
や
す
」
と
あ
る
の
は
、
朝
康
襲
十
一
世
紀
中
ご
ろ
に
存
在
し
た
こ
と
を

証
し
立
て
て
は
い
る
が
、
仮
名
序
六
歌
人
、
勇
康
耒
乃
の
く
だ
り
に
「
ふ
く
か
ら
に
・
・
・
・
:
」
の
一
首
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
ろ
、
つ
か

ら
、
早
く
か
ら
両
説
が
並
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
、
つ
い
う
意
味
で
、
古
鮮
切
の
こ
の
作
者
零
ル
は
冉
<
重
で
あ
る
と
い
ぇ
よ
う
が
、
高
野
切
が

最
古
の
『
古
今
集
』
写
本
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
朝
康
説
を
有
力
視
す
る
根
拠
と
は
な
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

②
き
の
と
も
ひ
ら

巻
五
秋
歌
下
、
二
七
0
番
歌
「
つ
ゆ
な
が
ら
を
り
て
か
、
ざ
さ
ん
き
く
の
は
な
お
い
せ
ぬ
あ
き
の
ひ
さ
し
か
る
べ
く
」
一
の
作
者
を
ご
局
野
切
は
「
き

の
と
も
ひ
ら
」
と
し
て
い
る
。
諸
本
の
多
く
は
紀
友
則
の
作
と
し
て
お
り
、
「
と
も
ひ
ら
」
は
印
登
等
に
由
来
す
る
単
純
な
習
謹
と
も
老
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
注
目
す
べ
き
は
、
元
永
本
に
お
い
て
も
こ
の
一
首
の
作
者
が
「
き
の
と
も
ひ
ら
」
と
さ
れ
て
お
り
(
筋
切
は
「
木
友
則
」
)
、
ま
た
伝
公
任
筆

本
に
お
い
て
は
「
紀
友
平
」
と
さ
れ
て
い
る
と
い
、
承
・
軍
あ
る
。
一
邸
切
の
み
な
ら
ず
、
平
{
両
岱
凹
写
の
『
古
今
集
』
完
本
と
し
て
伝
来
す
る

両
本
に
も
こ
の
よ
う
に
あ
る
の
は
、
た
だ
ご
と
と
は
思
わ
れ
な
い
0

こ
れ
ら
三
本
相
互
の
、
襄
影
糾
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
平
安
時
代
に
籍
し
て
い
た
数
多
の
『
古
今
集
』
写
本
の

中
に
は
、
「
つ
ゆ
な
が
ら
・
・
・
・
・
・
」
歌
の
作
者
を
「
き
の
と
も
ひ
ら
」
あ
る
い
は
「
紀
友
平
」
と
す
る
本
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
た
ま
た
ま
こ
れ
ら
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Ξ
本
も
そ
の
仲
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
「
紀
と
も
ひ
ら
」
な
る
歌
人
の
名
は
他
に
所
見
が
な
い
か
ら
、
タ
タ
く
の
諸
本
に
あ
る
よ
う
に
、

正
し
く
は
こ
の
一
首
の
作
者
は
紀
友
則
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
紀
と
も
ひ
ら
」
な
る
架
空
の
歌
人
が
、
『
古
今
集
』
古
写
本
の
中
に
は
、
「
つ
ゆ
な

が
ら
:
:
:
」
歌
の
作
者
と
し
て
確
固
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

先
に
も
述
ヘ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
、
つ
な
異
伝
が
生
じ
た
き
っ
か
け
は
、
単
純
な
誤
写
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を

親
本
と
し
て
夕
夕
く
の
子
本
や
孫
本
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
が
進
行
す
る
と
、
い
つ
し
か
「
つ
ゆ
な
が
ら
・
・
・
・
・
・
」
歌
の
作
者
を
「
紀
と
も
ひ

ら
」
と
す
る
写
本
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
結
果
と
な
ろ
う
。
「
紀
と
も
ひ
ら
」
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
名
前
だ
と
疑
問
を
抱
く
こ
と
も
な
く
、
む
し

ろ
他
本
と
は
異
な
っ
た
記
述
を
珍
重
す
る
と
い
う
の
が
、
平
安
時
代
の
『
古
今
集
系
受
の
一
面
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
前
掲
拙
稿
「
伝

公
任
筆
本
古
今
集
素
描
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
、
同
本
倫
異
な
作
者
表
彫
誤
本
文
に
も
見
て
取
れ
る
特
準
あ
る
。

③
ふ
む
や
の
あ
り
ま

高
野
切
『
古
今
集
』
巻
十
八
「
雑
歌
」
の
九
九
七
番
歌
を
引
く
。

貞
観
御
時
に
互
釜
は
い
つ
ば
か
り
つ
く
れ
る
ぞ
と
と
は
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る

か
み
な
つ
き
し
ぐ
れ
ふ
り
お
け
る
な
ら
の
は
の
な
に
お
ふ
み
や
の
ふ
る
こ
と
ぞ
こ
れ

き
わ
め
て
凱
ハ
墜
休
い
内
容
の
果
白
と
和
歌
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
作
者
表
記
「
ふ
む
や
の
あ
り
ま
」
に
注
目
し
た
い
。
定
家
本
に
は

す
ゑ
」
と
あ
り
、
「
有
禾
十
」
の
字
が
当
て
ら
れ
る
の
高
例
で
あ
る
。
諸
木
お
お
む
ね
「
あ
り
す
ゑ
」
「
有
季
」
で
あ
る
が
'
野
切
は

(
注
玲
)

と
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
久
曾
神
昇
氏
は
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
竺
ら
れ
た
。

7
父
屋
あ
り

「
あ
り
ま
、

ふ
む
や
の
あ
り
ま

- 10-



こ
の
歌
の
作
者
は
、
諸
本
に
、
文
室
有
季
と
あ
り
、
他
に
全
く
所
見
の
な
い
人
名
で
あ
る
の
で
、
元
永
本
に
は
「
可
尋
」
七
発
し
、
志
香
須

賀
木
に
は
「
文
室
有
秀
」
と
あ
り
、
伝
一
俊
{
際
築
古
今
染
切
に
は
、
「
文
屋
の
あ
り
か
た
」
と
あ
り
'
川
木
の
朱
注
に
も
「
あ
り
か
た
」
と

あ
り
、
古
今
集
目
曾
は
「
文
室
有
材
」
と
あ
り
、
「
仔
細
不
分
明
」
と
注
が
あ
る
。
条
俊
本
に
は
「
ふ
む
や
の
あ
り
き
」
と
あ
り
、
「
や
す
ひ

で
」
と
も
存
し
た
や
う
で
あ
る
。
伊
一
馨
一
氏
も
注
響
ら
れ
た
や
う
に
、
こ
れ
は
L
釜
喜
<
と
考
ヘ
ら
れ
る
。
 
1
<
に
つ
い
て
は
続
日
本
後
紀

の
如
き
記
哥
手
が
あ
る
。
(
羅
日
本
後
紀
、
一
『
文
徳
実
録
、
一
『
三
代
実
録
、
一
か
ら
の
引
用
省
略
、
ノ
即
ち
有
真
は
貞
観
時
代
に
活
躍
し
た
人
で
、

古
今
集
の
界
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
「
あ
り
ま
」
の
「
ま
」
を
「
き
」
と
見
誤
り
一
撃
を
あ
て
れ
ぱ
、
古
今
集
目
録
の
如
く
「
有
材
」

吏
名
一
「
ま
L
一
を
漢
才
t
 
一
「
末
L
一
に
^
凹
1
呉
り
、
り
丈
名
書
と
す
れ
ば
、
一
「
あ
り
す
恵
」
と
な
り
、
漢
字
に
直
せ
.
ば
一
「
有
季
Ξ
」
と
な
り
、
一
「
有
ヲ
今
L

は
そ
の
誤
写
で
あ
り
、
「
康
秀
」
は
県
中
の
名
あ
る
作
者
で
あ
る
。
ま
た
「
あ
り
ま
」
の
「
ま
」
が
「
万
」
の
草
体
で
あ
つ
た
も
の
を
、
速
十
「
方
」

(
注
Ⅱ
)

と
聾
訟
し
て
、
仮
名
書
と
す
れ
ぱ
、
「
あ
り
か
た
」
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
首
の
作
名
は
国
史
に
そ
の
名
が
散
見
す
る
「
文
屋
喜
ど
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
高
野
切
の
作
者
表
記
が
正
し
く
、
他
に
所
見

の
な
い
、
「
文
屋
有
季
」
は
誤
り
と
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
畔
切
の
み
に
正
し
い
作
者
名
が
伝
わ
り
、
他
本
は
全
阪
り
と
す
る
久
曾

神
氏
説
は
あ
ま
り
に
も
性
急
で
'
御
切
を
欝
~
本
ず
森
と
位
雰
け
る
氏
の
成
一
需
ミ
W
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
成
り
立
ち
が
た
い
よ
う
に
思

(
.
n
)

う
の
で
あ
る
。
早
く
に
西
下
経
一
氏
が
「
「
あ
り
ま
」
は
「
有
末
」
で
、
や
は
り
ア
リ
ス
ヱ
(
有
禾
t
 
と
見
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
L
御
切

の
誤
写
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
「
文
屋
喜
ど
の
名
は
「
あ
り
ま
」
で
は
な
く
「
あ
り
ざ
ね
」
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
{
辰
道
牙
名
「
み
ち
ざ
ね
」
が
す
ぐ
に

思
い
浮
か
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
「
1
ど
が
「
あ
り
ざ
ね
」
で
あ
っ
た
可
能
佳
か
な
り
N
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
森
田
悌
氏
が
『
続
日
本
m
絡

(
庄
扮
〕

全
現
黛
訳
』
に
お
い
て
、
文
屋
復
の
名
を
「
あ
り
ざ
ね
」
と
訓
ん
で
お
ら
れ
る
の
は
参
考
に
な
る
。

「
有
真
」
(
あ
り
ざ
ね
)
と
『
古
△
条
』
作
者
「
有
季
」
(
あ
り
す
邑
と
は
、
名
前
綴
似
か
ら
し
て
兄
弟
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 
1
<
は
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学
問
倫
進
し
て
出
世
し
、
承
和
七
年
八
月
二
二
日
に
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
、
出
羽
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
た
び
た
び
国
史
に
そ
の

名
が
記
さ
れ
る
一
方
、
有
季
は
漢
学
に
は
さ
ほ
ど
習
琴
ず
、
か
え
っ
て
和
歌
に
心
を
用
い
、
そ
の
た
怜
覇
天
皇
か
ら
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
下

問
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
折
の
歌
が
『
古
今
集
』
に
記
し
と
ど
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
想
像
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

高
野
切
と
他
本
と
の
共
通
異
文
に
つ
い
て
は
、
、
西
下
氏
が
前
掘
白
に
お
い
て
調
査
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
和
歌
本
文
に
つ
い

て
、
平
安
時
代
書
写
の
元
永
本
(
筋
切
も
)
や
伝
公
任
筆
本
と
の
共
通
異
文
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
を
拾
う
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
元
永
本
を
「
元
」
、
筋
切
を
「
筋
」
、
灰
任
筆
本
を
「
公
」
と
略
称
す
る
。

五
和
歌
の
本
文
に
つ
い
て

の
こ
り
な
く
ち
る
ぞ
め
で
た
き
さ
く
ら
ば
な
あ
き
て
ょ
の
な
か
は
て
の
う
け
れ
ぱ
ノ
~
七
こ

第
四
句
が
元
、
筋
、
為
相
本
と
共
通
。
普
通
は
「
あ
り
て
ょ
の
な
か
、

ひ
と
ひ
み
し
き
み
も
や
く
る
と
さ
く
ら
ば
な
け
ふ
は
ま
ち
み
て
ち
ら
ば
ち
ら
な
む
(
七
八
)

初
句
が
元
、
筋
と
共
通
。
普
通
は
「
ひ
と
め
み
し
」

あ
き
の
つ
ゆ
い
ろ
こ
と
ご
と
に
お
け
ぱ
こ
そ
や
ま
の
こ
の
は
も
ち
ぐ
さ
な
る
ら
め
(
三
五
九
)

第
二
句
が
元
、
筋
、
公
、
{
慧
本
と
益
。
普
通
は
「
い
ろ
い
ろ
こ
と
に
」

ふ
く
か
ぜ
の
ち
ぐ
さ
の
い
ろ
に
み
ぇ
つ
る
は
あ
き
の
こ
の
は
の
ち
れ
ば
な
り
け
り
(
二
九
0
)

第
二
句
が
元
、
筋
、
公
と
共
通
。
普
通
は
「
い
ろ
の
ち
ぐ
さ
に
」

し
も
の
た
て
つ
ゆ
の
ぬ
き
こ
そ
も
ろ
か
ら
し
や
ま
の
に
し
き
の
お
れ
ど
か
つ
ち
る
(
二
九
こ
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第
三
句
が
元
、
筋
、
寸
松
庵
色
紙
と
共
通
。
普
通
は
「
よ
は
か
ら
し
」
。
な
お
、
第
五
句
は
古
野
切
独
自
本
文
で
、
普
通
は
「
を
れ
ば
か

つ
ち
る
」
。

も
み
ぢ
ば
は
そ
で
に
こ
き
れ
て
も
て
で
な
ん
あ
き
を
か
ぎ
り
と
み
む
ひ
と
の
た
め
(
三
0
九
)

第
二
句
が
公
、
焚
栞
と
、
第
而
が
元
、
筋
、
公
と
、
第
四
句
が
公
と
共
通
。
普
通
は
「
そ
で
に
こ
き
い
れ
て
も
て
い
で
な
む
あ
き
は

か
ぎ
り
と
^
。

あ
き
ぎ
り
の
と
も
に
た
ち
で
て
わ
か
れ
な
ぱ
は
れ
ぬ
お
も
ひ
に
こ
ひ
や
わ
た
ら
ん
(
三
八
上
ご

第
二
句
が
元
と
共
通
。
普
通
は
「
と
も
に
た
ち
い
で
て
」

つ
く
ぱ
ね
の
こ
の
も
か
の
も
に
た
ち
ぞ
よ
る
は
る
の
み
や
ま
の
か
げ
を
こ
ひ
つ
つ
(
九
六
六
)

第
二
句
が
元
と
共
通
。
普
通
は
「
こ
の
も
と
ご
と
に
」

あ
す
か
が
は
ふ
ち
に
も
あ
ら
ぬ
わ
が
や
ど
は
せ
に
か
は
り
ゆ
く
も
の
に
ざ
り
け
る
(
九
九
0
)

第
五
句
が
元
と
共
通
。
普
通
は
「
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
」

な
げ
き
を
ば
こ
り
の
み
つ
め
て
あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
か
ひ
な
く
な
り
ぬ
べ
ら
な
り
(
一
 
0
五
七
)

笆
句
が
元
、
公
と
共
通
。
普
通
は
「
こ
り
の
み
つ
み
て
」

し
は
つ
や
ま
う
ち
で
て
み
れ
ば
か
さ
ゆ
ひ
の
し
ま
こ
ぎ
か
く
る
た
な
な
し
を
ぶ
ね
(
一
0
七
三
)

第
二
句
が
元
、
公
と
共
通
。
普
通
は
「
う
ち
い
で
て
み
れ
ぱ
」

み
ち
の
く
の
あ
だ
た
の
ま
ゆ
み
わ
が
ひ
か
ぱ
す
ゑ
さ
へ
よ
り
こ
し
の
び
し
の
び
に
(
一
 
0
七
八
)

第
二
句
が
元
、
関
戸
本
と
仕
、
匝
普
通
は
「
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
」

こ
の
よ
う
に
、
一
平
安
時
代
に
秒
ナ
さ
れ
た
元
永
本
や
伝
公
任
"
米
な
ど
と
の
共
通
本
文
が
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
二
本
よ
り
書
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写
年
代
が
半
世
紀
以
上
古
い
一
卿
切
も
、
す
で
に
し
て
平
安
期
器
布
本
の
特
徴
を
お
び
て
い
る
こ
と
が
、
誤
本
文
の
上
か
ら
も
明
ら
か
な
の
で

あ
る
。と
こ
ろ
で
、
三
0
九
番
歌
の
第
二
句
「
そ
で
に
こ
き
れ
て
」
、
第
三
句
「
も
て
で
な
む
」
、
三
八
六
番
歌
の
第
三
句
「
と
も
に
た
ち
で
て
」
、
-
 
0

七
三
番
滂
第
二
句
 
7
つ
ち
で
て
み
れ
ぱ
」
は
、
い
ず
れ
も
「
こ
き
い
れ
」
「
も
て
い
で
」
〔
た
ち
い
で
」
「
う
ち
い
で
」
の
「
い
」
字
が
省
か
れ
て
、

、
柔
り
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
な
異
同
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
流
布
の
過
程
に
お
け
る
本
文
変
化
の
メ
カ
三
ズ
ム
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

つ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ξ
辻
口
写
に
あ
た
っ
て
、
親
本
の
本
文
を
Ⅱ
詮
密
に
亘
辻
臼
き
写
す
よ
り
も
、
よ
り
合
王
里
的
な
ノ
~
と
み
女
ら
力
ゞ
判
断
す
る
、
ノ
本

文
を
希
求
す
る
と
い
う
傾
向
が
、
元
永
本
に
お
い
て
は
特
に
顕
茗
な
の
で
あ
る
が
、
高
野
切
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ぱ
こ
れ
ら
四
例
の
よ
う
に
、
語

義
を
損
な
わ
ず
に
字
余
り
を
解
消
す
る
と
い
う
作
為
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
一
野
切
と
寸
松
庵
色
紙
と
の
共
通
本
文
に
注
月
し
て
み
ょ
う
。
右
に
あ
げ
た
二
九
一
番
歌
に
、
同
色
紙
と
の
共
通
本
文
を
指
摘
し
た
が
、

次
に
挙
げ
る
の
も
、
高
野
切
と
寸
松
庵
色
紙
(
「
寸
」
と
略
称
)
に
共
通
す
る
本
文
異
同
で
あ
る
。

は
な
み
つ
つ
ひ
と
ま
つ
と
き
の
し
ろ
た
へ
の
そ
で
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
(
二
七
四
)

第
二
句
が
寸
と
の
み
共
通
。
普
通
は
「
ひ
と
ま
つ
と
き
は
」

わ
が
き
つ
る
み
ち
も
し
ら
れ
ず
く
ら
ぶ
や
ま
き
ぎ
の
こ
の
は
の
ち
る
と
ま
が
ふ
に
(
二
九
五
)

第
二
句
が
寸
、
公
と
共
通
。
普
通
は
「
か
た
も
し
ら
れ
ず
」
。
な
お
、
第
四
句
の
「
こ
の
は
」
は
、
元
等
は
「
も
み
ち
」
、
寸
の
み
「
こ
す

ゑ
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
寸
松
庵
色
紙
と
の
共
通
異
文
は
、
十
一
世
紀
半
ば
の
晝
芋
と
さ
れ
る
同
色
紙
と
高
野
切
と
の
、
同
時
代
に
お
け
る
本
文
現
象
と
し
て

理
竺
き
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
例
(
二
七
四
、
二
九
一
、
二
九
五
)
が
い
ず
れ
も
巻
五
秋
下
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
先
に
竺
た

(
注
Ⅱ
)
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高
野
切
に
お
け
る
巻
五
の
特
異
性
と
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
島
切
の
和
歌
の
独
痢
本
文
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
歌
の
後
に
示
し
た
の
は
、
謠
本
の
本
文
で
あ
る
。

そ
で
ひ
ち
て
む
す
び
し
み
づ
の
こ
ほ
れ
る
を
は
る
か
た
け
ふ
の
か
ぜ
や
と
く
ら
む
(
二
)

語
句
「
は
る
た
つ
け
ふ
の
」

と
し
を
へ
て
は
な
の
か
が
み
と
な
る
み
づ
は
ち
り
か
か
る
を
や
く
も
と
い
ふ
ら
む
(
四
四
)

第
五
句
「
く
も
る
と
い
ふ
ら
む
」

ち
り
ぬ
と
も
か
を
だ
に
の
こ
せ
は
る
の
は
な
こ
ひ
し
き
と
き
の
お
も
ひ
い
で
に
せ
む
(
四
八
)

第
三
句
「
む
め
の
は
な
」

を
り
と
ら
ば
を
し
げ
に
も
あ
る
か
さ
く
ら
ば
な
い
ざ
や
ど
か
り
て
は
る
ま
で
は
み
む
(
六
五
)

第
五
句
「
ち
る
ま
で
は
み
む
L

さ
つ
き
こ
ぱ
な
き
て
ふ
り
な
む
ほ
と
と
ぎ
す
ま
だ
し
き
ほ
ど
の
こ
之
を
き
か
ば
や
(
一
三
八
)

(
よ
」
S
〕

第
二
句
「
な
き
も
ふ
り
な
む
」

ふ
く
か
ら
に
あ
き
の
く
さ
き
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
や
ま
か
ぜ
を
あ
ら
し
て
ふ
ら
む
(
二
四
九
)

第
五
句
「
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む
」

か
ぜ
ふ
け
ば
お
つ
る
も
み
ぢ
ぱ
み
づ
き
よ
み
ち
ら
ぬ
か
げ
さ
へ
そ
ら
に
み
ぇ
つ
っ
(
三
0
四
)

第
五
句
「
そ
こ
に
み
ぇ
つ
つ
」

か
へ
る
や
ま
な
ぞ
は
あ
り
て
の
あ
る
か
ひ
は
き
て
も
と
ま
ら
ぬ
な
に
こ
そ
あ
り
け
れ
(
三
八
二
)
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第
二
句
「
な
に
ぞ
は
あ
り
て
」
。
公
「
な
ぞ
や
あ
り
て
の
」

む
す
ぶ
て
の
し
づ
く
に
に
ご
る
や
ま
の
ゐ
の
あ
か
で
も
ひ
と
を
わ
か
れ
ぬ
る
か
な
(
四
0
四
)

第
四
句
「
あ
か
で
も
ひ
と
に
」

ゆ
ふ
づ
く
よ
お
ぼ
つ
か
な
き
に
た
ま
く
し
げ
ふ
た
み
の
う
ら
を
あ
け
て
こ
そ
み
め
(
四
一
七
)

第
四
句
「
ふ
た
み
の
う
ら
は
」

お
も
ひ
や
る
こ
し
の
し
ら
ね
の
し
ら
ね
ど
も
ひ
と
よ
も
ゆ
め
の
こ
え
ぬ
よ
ぞ
な
き
(
九
八
0
)

第
四
句
「
ひ
と
よ
も
ゆ
め
に
」

た
が
み
そ
ぎ
ゆ
ふ
つ
け
と
り
か
か
ら
ご
ろ
も
た
つ
た
の
や
ま
を
を
り
は
へ
て
な
く
(
九
九
五
)

第
四
句
「
た
つ
た
の
や
ま
に
」

あ
き
の
の
に
な
ま
め
き
た
て
る
を
み
な
へ
し
あ
な
か
し
が
ま
し
は
な
は
ひ
と
と
き
全
 
0
一
六
)

第
五
句
「
は
な
も
ひ
と
と
き
」

あ
き
ぎ
り
の
は
れ
て
く
も
れ
ば
を
み
な
へ
し
は
な
の
す
が
た
も
み
ぇ
か
く
れ
す
る
(
一
 
9
 
八
)

第
四
句
「
は
な
の
す
が
た
の
」

よ
そ
な
が
ら
わ
が
み
を
い
と
の
く
る
と
い
は
ば
た
だ
い
つ
は
り
に
す
く
ば
か
り
な
り
(
一
 
0
五
四
)

第
二
句
「
わ
が
み
に
い
と
の
」

あ
た
ら
し
き
と
し
の
は
じ
め
に
か
く
し
こ
そ
ち
と
せ
を
か
ね
て
た
の
し
よ
を
つ
め
(
一
 
0
六
九
)

第
五
句
「
た
の
し
き
を
つ
め
」

し
も
や
た
び
お
け
ど
も
か
れ
ぬ
さ
き
は
の
た
ち
さ
か
ゆ
べ
き
か
み
の
き
ね
か
も
(
一
 
0
七
五
)

第
二
句
「
お
け
ど
か
れ
せ
ぬ
」
。
な
お
、
第
三
句
「
か
」
字
脱
は
単
純
な
勇
テ
。
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も
が
み
が
は
の
ぽ
れ
ぱ
く
だ
る
い
な
ふ
ね
の
い
な
に
て
あ
ら
ず
こ
の
つ
き
ば
か
り
全
 
0
九
二
)

第
四
句
「
い
な
に
は
あ
ら
ず
」

こ
よ
ろ
ぎ
の
い
そ
た
ち
な
ら
し
い
そ
な
つ
む
あ
さ
し
ぬ
ら
す
な
お
き
に
を
れ
な
み
(
一
 
0
九
四
)

第
四
句
「
め
ざ
し
ぬ
ら
す
な
」

単
契
魚
写
か
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
い
と
わ
ず
掲
げ
た
。
六
五
番
歌
、
三
0
四
番
歌
、
九
八
0
番
歌
、
-
 
0
六
九
番
歌
、
-
 
0
九
四
番
歌
な
ど

は
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
、
つ
。

一
方
、
四
四
番
歌
は
、
も
と
も
と
は
「
る
」
・
字
の
書
き
落
と
し
と
い
う
、
単
純
六
魚
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
「
く
も
と
い
ふ
ら
む
一
の
本
文

で
も
、
水
面
に
散
っ
た
お
び
た
だ
し
い
花
び
ら
を
雲
に
た
と
え
た
表
現
と
し
て
受
容
さ
れ
な
く
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
ょ
っ
て
こ
の
句
四
¥
余
り
が

觧
消
さ
れ
る
か
ら
、
意
外
と
継
承
さ
れ
る
可
能
陛
を
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
字
<
永
り
の
雛
網
と
い
ぇ
ば
、
也
本
と
の
共
通
翌
<
文
の
例
こ
お
、

、
こ
こ
で
は
二
四
九
扉
卜
形
{
も
そ
れ
に
言
ウ
湫
当
す
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
力
ゞ
四
八
、
釆
田
司
欠
の
第
五
句
一
「
お
も
ひ
い
で
に
せ
.
む
L
一
は
、
一
「
お
も
ひ

で
に
せ
む
」
と
す
れ
ば
字
余
り
を
解
消
で
き
る
し
、
雅
経
本
な
ど
「
お
も
ひ
で
に
せ
ん
」
の
本
文
を
も
つ
伝
本
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
ご
局
野
切

は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
元
永
本
な
ど
に
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
、
工
疋
の
方
針
に
徹
底
し
な
い
と
い
う
こ
の
時
代
に
顕
著
な
当
与
形
慢
が
、
こ

、
つ
し
た
と
こ
ろ
に
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
番
滂
第
四
句
「
は
る
た
つ
け
ふ
の
」
脊
野
切
に
は
「
は
る
か
た
け
ふ
の
」
と
あ
り
、
西
下
経
一
氏
の
前
塑
白
に
は
「
誤
写
の

例
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
な
判
断
と
も
い
ぇ
よ
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
著
名
歌
を
、
し
か
も
巻
一
の
池
号
を
始
め
て
早
々
の
緊
張

感
の
中
で
、
土
傑
不
明
の
本
文
に
沓
き
誤
る
と
い
う
こ
と
が
、
は
た
し
て
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
奇
矯
な
、
元
再
と
と
ら
れ
る
こ
と
を
承
Π
の
上

で
言
え
ぱ
、
こ
の
一
喜
学
「
杣
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
遥
か
基
の
風
や
と
く
ら
む
」
と
陰
変
え
て
楽
し
ん
だ
と
考
え
て
み
て
は

ど
う
か
。
催
馬
楽
「
道
の
口
」
に
皐
旭
の
U
命
の
国
府
に
我
は
あ
り
と
、
親
に
申
し
た
べ
、
こ
こ
ろ
あ
ひ
の
風
や
、
さ
き
む
だ
ち
や
」
と
あ
る
、
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そ
の
「
こ
こ
ろ
あ
ひ
の
風
」
が
、
今
頃
は
氷
を
溶
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
や
っ
た
歌
と
し
て
、
た
っ
た
二
文
字
を
入
れ
扶
日
え
る
だ
け
で
作
り
変

え
る
二
豆
業
の
マ
ジ
ツ
ク
は
、
人
々
を
驚
か
せ
、
楽
し
ま
せ
た
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
お
遊
び
で
あ
る
か
ら
、
「
武
生
」
と
い
う
地
名
を
和
歌
に
詞
み

こ
む
破
格
も
許
さ
れ
る
し
、
第
四
句
が
本
来
「
は
る
た
つ
け
ふ
の
」
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
美
か
ら
、
「
は
る
か
た
け
ふ
の
」
と
書
い
て
お
い

て
も
、
特
に
支
障
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
。

私
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
伝
公
任
筆
本
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
巻
一
春
歌
上
の
一
七
番
歌
を
、
同
本
は
「
か

す
が
の
は
今
日
は
な
や
き
そ
鷲
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り
」
と
し
て
い
る
。
「
牟
ル
の
」
は
同
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
が
、
前
掲
「
伝
公
任

一
条
古
今
集
素
描
」
に
お
い
て
述
ベ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
避
与
で
は
な
く
、
第
Ξ
句
が
「
わ
か
く
さ
の
」
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
「
姥
の
」

七
泳
み
李
え
て
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
茗
名
歌
で
あ
れ
ぱ
一
部
分
を
詠
み
変
え
て
も
、
誰
も
が
元
の
形
を
思
い
一
牙
ベ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
か
ら
、
む
し
う
詠
み
変
え
た
方
の
本
文
を
書
き
付
け
磊
者
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
諸
本
の
中
に
こ
の
よ
う
な
例

を
夕
夕
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
書
承
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
本
文
は
「
誤
り
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
正
し
い
」
本
文
に
戻
さ
れ

て
し
ま
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

高
野
切
の
巻
二
十
巻
頭
に
は
「
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
/
雅
/
袖
歌
/
お
ほ
な
ほ
び
の
う
た
/
あ
た
ら
し
き
(
以
下
略
)
」
と
あ
る
(
/
は
改
行

を
示
す
)
。
久
曾
袖
昇
氏
は
、
「
雅
」
は
欝
~
本
巻
二
十
の
巻
名
と
し
て
、
『
古
今
集
』
曾
の
最
終
段
階
で
付
け
加
え
ら
れ
た
表
示
で
あ
っ
た
と
し

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
(
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
ほ
か
)
、
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

『
古
今
集
』
巻
二
十
の
端
作
り
を
「
大
歌
所
御
歌
」
と
す
る
伝
本
が
多
い
が
、
こ
れ
を
巻
二
十
全
体
黒
名
と
す
る
説
と
、
冒
頭
の
五
首
の
み
に

(
注
聖

か
か
る
と
す
る
説
と
に
分
れ
て
い
る
。
岩
田
久
美
加
氏
は
「
「
大
歌
所
御
歌
」
に
つ
い
て
ー
う
た
の
教
習
と
奏
楽
・
披
露
と
い
う
観
占
小
か
ら
1
」
に

一
ヘ
巻
二
十
の
巻
名
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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お
い
て
、
「
「
大
歌
所
御
歌
」
の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
五
首
は
、
「
大
歌
所
」
の
人
々
に
ょ
っ
て
う
た
わ
れ
、
楽
三
入
さ
れ
て
き
た
」
の
に
対
し
て
、
「
「
袖

あ
そ
び
の
歌
」
「
東
歌
」
を
誇
し
て
い
る
の
は
「
大
歌
所
」
で
は
な
い
」
こ
と
を
諸
資
料
に
ょ
っ
て
確
か
め
ら
れ
、
「
従
っ
て
、
「
大
歌
所
御
歌
一

を
巻
二
十
全
体
の
部
立
名
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
ベ
て
お
ら
れ
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
高
切
で
は
、
冒
頭
勢
独
自
本
文
〔
雅
」
は
、
こ
の
巻
黒
名
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
雅
」
に
暁
く
「
神

歌
」
は
、
「
雅
」
よ
り
エ
チ
分
下
げ
再
か
れ
、
続
く
「
お
ほ
な
ほ
び
の
う
た
」
は
、
さ
ら
に
一
字
分
下
げ
再
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
雅
」

を
こ
鴛
羅
名
と
位
四
け
よ
う
と
す
る
高
緊
旦
1
に
存
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
峯
条
の
形
態
と
考
え
る
根
処

は
な
く
、
一
畔
切
に
至
る
書
承
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
現
象
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
い
て
い
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
古
今
和
歌
集
Π
録
』
の
各
巻
目
録
に
お
い
て
は
、
巻
二
十
に
つ
い
て
「
第
廿
雑
袖
歌
川
二
首
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
久
曾
神
氏
は
こ
れ
に
つ

い
て
、
「
雅
」
と
「
袖
歌
」
と
を
混
同
し
、
か
つ
「
雅
」
を
亙
と
書
き
弓
た
も
の
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
器
様
逆
で
あ
っ
て
、

仏
神
哥
欠
」
一
か
ら
一
「
堺
t
神
哥
欠
L
一
《
;
さ
ら
に
一
「
牙
隹
/
ノ
杣
ー
ヲ
{
」
、
ノ
＼
と
変
化
し
た
示
吉
牙
を
力
ゞ
高
里
予
切
の
^
己
豆
頁
岳
そ
一
^
ト
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ム
任
第
オ
丈
に
お
い
て
は
、
^
」
十
九
に
「
「
古
,
今
和
歌
集
巻
第
十
九
条
隹
勘
{
L
一
と
立
舟
竹
t
 
り
し
、
^
二
十
に
一
「
占
今
、
和
歌
夬
^
己
第
村
.
九
隹
蔀
{
L

と
端
作
り
し
て
い
る
。
基
俊
本
に
冬
十
九
に
「
雑
休
上
」
、
き
卜
に
は
「
雑
体
下
」
と
聖
が
表
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
璽
需
資

料
延
『
校
本
』
)
。
真
田
本
に
至
っ
て
は
、
巻
十
七
に
「
耕
区
、
巻
十
八
に
屈
ご
、
竺
十
に
「
誓
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
巻

十
九
は
「
竺
」
で
あ
ろ
う
が
、
『
校
木
』
で
は
酷
脚
で
き
な
い
)
。
こ
の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
古
写
本
に
お
け
会
二
十
の
亙
表
示
か
ら
類

推
す
る
と
、
『
古
今
誤
集
県
』
の
「
雑
袖
歌
」
は
、
*
畔
存
在
し
た
あ
る
伝
本
の
表
示
を
正
し
く
転
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
雅
神
歌
」
の
誤
写

で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

高
野
切
の
^
雅
/
神
歌
、
一
表
示
が
生
じ
た
い
き
さ
つ
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
野
切
の
祖
本
に
お
い
て
は
、
『
占

今
和
歌
集
目
録
』
が
依
拠
し
た
伝
本
と
同
様
、
赤
」
二
十
の
赤
」
頭
に
「
雑
袖
歌
」
と
太
耶
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
妾
の
地
国
承
過
呈
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に
お
い
て
あ
る
当
子
者
が
、
「
雑
」
を
字
体
綴
似
す
る
「
雅
」
と
弓
喜
写
し
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
「
雅
」
を
こ
の
巻
黒
名
と
判
断

し
釜
謝
写
者
が
、
「
雅
」
と
「
神
歌
」
と
を
分
離
し
、
高
野
切
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
雅
」
を
総
名
と
判
断
し
た
の
が
、

高
野
切
の
書
写
者
で
あ
っ
た
か
、
親
本
や
そ
れ
に
先
行
す
る
本
の
鴛
テ
者
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

「
雅
」
を
券
総
名
と
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
何
ら
か
の
歌
学
知
染
介
在
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
古
今
条
』
仮
名
序
の
「
歌

の
さ
ま
六
っ
」
の
条
の
「
た
だ
ご
と
歌
」
に
つ
い
て
の
古
注
に
、
「
こ
れ
は
こ
と
の
と
と
の
ほ
り
た
だ
し
き
を
い
ふ
な
り
」
(
元
永
本
)
と
あ
る
が
、

こ
れ
が
「
た
だ
ご
と
う
た
」
ミ
奪
の
六
義
の
「
雅
」
に
あ
て
は
め
た
上
で
安
曽
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ぃ
れ
ぱ
、
ま
さ
に
「
こ
と
の
と
と
の
ほ

り
正
し
」
か
る
べ
き
「
神
歌
」
や
「
神
*
議
」
な
ど
の
総
名
と
し
て
「
雅
」
は
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
た
と
し
て
も
不
國
叢
は
な
い
。
仮
名
庁
i

注
も
高
野
切
も
、
十
一
二
初
中
期
と
い
う
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
所
産
で
あ
る
。
野
切
一
古
今
集
』
巻
二
十
巻
冴
「
雅
」
表
示
は
拙
者
た
ち
の

与
り
知
ら
ぬ
部
立
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
昇
切
『
古
<
条
』
の
本
文
が
、
元
永
本
や
伝
公
任
一
栗
と
い
っ
た
平
{
轟
岱
白
写
の
古
一
条
と
共
通
し
た
性
格
を
有
し
て
お
り
、
ま
さ
に
平
安

時
代
の
自
在
な
(
ル
ー
ズ
な
、
と
も
い
ぇ
よ
う
が
)
本
文
豊
与
の
実
態
を
反
映
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
か
元
永
本
よ
り
も
半

世
紀
以
上
も
遡
る
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
『
古
今
集
』
成
立
の
後
、
か
な
り
早
く
か
ら
お
び
た
だ
し
叢
の
写
本
か
作
ら
れ
、
そ
馨

承
の
過
程
に
お
い
て
異
文
か
次
々
と
発
件
し
た
こ
と
か
推
測
さ
れ
よ
う
。

久
舟
1
升
氏
は
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
等
の
系
白
に
お
い
て
、
予
U
<
玉
の
諸
伝
本
は
そ
の
成
立
過
程
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
画
期
的
な
仮
説
を
諾
日
さ
れ
た
。
ま
ず
諸
本
を
初
撰
本
と
R
本
と
に
大
別
さ
れ
(
た
だ
し
『
継
色
紙
集
』
声
県
本
と
さ
れ
る
根
拠
は
弱
い
)
、

再
撰
本
を
私
稿
本
と
公
稿
本
と
に
分
け
、
公
稿
本
を
第
一
次
本
か
ら
第
五
次
本
に
八
祐
さ
れ
、
高
野
切
を
夫
壷
本
系
統
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

七
、
結
び
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る
。
稿
本
が
成
立
す
る
た
び
に
、
そ
の
一
条
が
撰
者
た
ち
の
手
元
か
ら
流
出
し
た
と
い
う
お
ぢ
ぇ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
事
一
祭
は
た
し
て
現
実

に
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
倫
集
が
天
下
の
耳
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
後
似
の
勅
撰
集
と
『
古
今
集
』
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

高
野
切
の
み
を
鬻
兄
本
ψ
謡
と
位
竺
け
る
の
で
は
な
く
、
一
野
切
を
も
含
め
、
全
て
の
『
古
△
条
』
伝
木
が
、
延
喜
十
、
二
年
以
後
に
成
っ
た

0

しと
推
測
さ
れ
る
増
補
本
に
由
来
す
る
と
考
え
る
所
か
ら
出
発
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

(
1
)
徳
原
一
古
今
和
歌
染
窪
条
』
(
平
成
一
七
年
四
打
和
泉
1
匡
第
下
軍
「
平
安
時
代
の
古
今
染
一
婁
」
所
収
。

(
2
)
「
元
永
本
古
今
集
の
作
女
記
に
つ
い
て
」
の
初
出
は
『
武
那
川
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
染
(
昭
W
八
年
二
"
)
、
「
元
永
木
十
Π
今
集
の
詞
き
つ
い
て
」

の
初
出
は
『
武
庫
川
女
子
太
霜
要
』
第
三
十
一
架
(
昭
和
五
九
午
一
.
月
)
。
「
元
条
古
今
条
の
和
繁
文
に
つ
い
て
」
は
当
下
ろ
し
。
な
お
、
前
二
者
は
伝

公
任
一
条
『
古
金
'
出
現
以
前
の
堕
,
で
あ
る
の
で
、
拙
茗
に
収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
伝
公
任
第
本
の
デ
ー
タ
を
付
け
加
え
た
。

(
3
)
小
松
茂
美
一
賃
徐
公
任
笵
古
今
和
歌
架
』
(
平
成
七
午
旺
文
社
)

(
4
)
西
下
経
一
一
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
」
(
昭
和
二
九
年
三
月
明
治
心
雌
や
ア
H
今
染
校
木
』
(
平
成
一
九
年
三
打
新
装
ワ
イ
ド
版
笠
県
院
)
頭

注
に
も
一
補
説
は
散
見
す
る
が
、
久
曽
判
男
氏
の
成
立
倫
に
、
特
に
そ
れ
は
顧
著
で
あ
る
。

(
5
)
浅
田
徹
他
編
『
和
歌
を
ひ
ら
く
第
言
和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
』
(
平
成
一
七
年
三
月
岩
波
古
店
)
第
畢
コ
兀
永
本
古
今
集
を
読
む
」
所
収
。

(
6
)
春
名
好
重
編
茗
妥
災
就
台
(
昭
和
西
年
漢
X
社
)
二
畔
切
」
の
頂
。

1
8
、
)
 
1
ー
を
参
昭
。

(
旦
久
曾
神
昇
『
亨
誤
染
成
需
"
雫
、
(
耕
三
五
年
三
一
打
倫
'
)

(
9
)
小
松
茂
三
古
第
矣
成
第
一
巻
』
(
平
成
元
年
一
河
蝕
笠

注
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(
W
)
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
三
八
三
ペ
ー
ジ
。

(
Ⅱ
)
『
古
今
集
校
本
』
頭
注
に
は
俊
成
本
の
作
者
表
記
に
関
し
て
「
思
う
に
俊
成
は
初
め
新
院
御
本
に
従
っ
て
「
あ
さ
や
す
」
と
し
、
康
秀
を
一
説
と
し
、
昭
で
は

こ
れ
を
逆
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
康
秀
は
基
俊
本
の
深
」
と
あ
る
。
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
基
俊
本
康
秀
説
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
誓
ル
で

き
な
し

(
]
2
)
六
歌
人
評
に
各
人
の
和
歌
を
掲
げ
な
い
伝
本
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ぱ
善
海
所
伝
本
、
基
俊
本
、
邪
俗
山
荘
本
、
前
田
家
本
(
校
合
轡
き
入
れ
あ
り
)
な
ど
。

(
玲
)
久
曾
神
昇
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
研
九
金
(
昭
和
三
六
年
一
 
0
月
風
県
邑
一
七
七
、
一
七
八
ペ
ー
ジ
。

(
H
)
引
用
文
中
「
伊
券
一
氏
も
馨
荏
ら
れ
た
や
う
に
」
と
あ
る
の
は
、
同
氏
の
論
文
「
平
安
朝
時
代
に
於
け
る
古
今
誤
条
の
写
木
に
つ
い
て
」
(
『
国
禽
文
』

昭
和
九
年
十
月
号
)
を
さ
す
。

(
巧
)
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
三
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
玲
)
森
田
悌
『
続
日
本
後
紀
全
現
代
語
訳
』
上
・
下
璽
註
字
術
文
庫
)

(
W
)
小
松
一
窒
氏
の
(
注
9
)
当
一
五
四
ペ
ー
ジ
な
ど
。

(
W
)
『
古
今
集
校
本
』
が
高
野
切
の
木
文
を
「
な
き
も
ふ
り
な
む
」
と
し
、
「
も
一
字
の
傍
に
「
工
と
異
文
江
張
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
野
。

(
玲
)
久
五
お
会
編
『
貫
ソ
和
歌
集
』
巻
二
十
1
新
と
論
考
1
』
(
新
典
社
股
二
三
年
五
打
)
般
論
文
。

(
と
く
は
ら
・
し
げ
み
本
学
教
授
)
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